
国際シンポジウム（神奈川大学人文学研究所主催）

表象としての＜日本＞：近代ヨーロッパの場合
－神奈川大学・ヴェネツィア大学学術交流の現場から－

時J世界へ へ 20昨 I 

神奈川大学 側 3 四四

近世・近代の日本および日本人は、どのようにイメージ、化されてヨーロッパに伝えられ、

どんな反応を引き起こしたのか。日本とイタリアの研究者が、その諸相をめぐって論じ合う。

1.研究発表の部

10: 00 開会の辞：中島三千男 （神奈川大学学長）

10 ~ 10 アルド・トツリーニ（ヴエネツィア大学東アジ、ア学科・教授）

11 : 00 円6,17世紀に西洋人から見た日本人」

11 ~ 10 伊坂青司 （本学国際文化交流学科・教授）

12: 00 「ケンペル『日本誌』のく日本＞表象一精神文化を中心lこして」

昼食

口ーザ・力一口リ （ヴエネツィア大学東アジ、ア学科・准教授）

「1921年の皇太子裕仁のイタリア訪問一相互イメージ・表象J

2.パネル・デ｝スカッションの部
15: 15 出席者 アルド・卜ツリー二

l 伊坂青司
14: 45 

ローザ・力一口リ

日高昭二

司会鳥越輝昭
（本学国際文化交流学科・教授、人文学研究所所長）

16: 45 閉会の辞：鳥越輝昭
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